Showing Relationships Between Ideas

文法解説

９－１

文法的にいうと、「文」は主部と述部から成っている。言い換えると「主語＋動詞+…」でできている。この考えで例文を見ると２つの文からできていることがわかる。この２つの文の関係は「主節と従属節」から成っているということがある。例文で言えば、

…, I didn’t go swimming.

…, I didn’t go to bed.

…, I went swimming.


…, I went to bed.

がそれぞれの文の主節である。主節はそれ自体で意味が完結している。

一方

Because the weather was cold,


Because I wasn’t tired,

Even though the weather was cold, 

Even though I wasn’t tired,

は従属節と呼ばれ、接続詞等に導かれており、意味が完結していない。つまり主節とくっついていることによって意味がはっきりするのである。

このセクションでは２つの文（２つの考え）のつながりを学習する。意味をよく考えて練習問題をこなしていこう。また、punctuation（カンマやピリオド）やcapitalization（大文字にする）など文章のスタイルにも注意を払って学習していこう。

９－２

この表にある例文はすべて同じ意味である。違いがあるとすれば例文(g)～(k)は、話す場合はかしこまった場所で多く使われる傾向があり、書き言葉としてよく使われる。

９－３

この表にある例文は、２つの考え（文）がプラス・マイナスの関係にあると考えていいだろう。

９－４

ひとまず仮定法と考えずに、「ある条件が満たされたら(if…)、ある結果が起こる」関係にあるものを表す方法としてif以外にいろいろあることを学んでほしい。

９－５

例文の意味をよく考えてほしい。表の右側には意味の違いが説明されている。

例文(c)と(d)をよく読んで、意味の違いを考えよう。

９－６

例文(a)も(b)も意味は同じ。(b)のほうが少しフォーマルな言い方である。

９－７

